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※ イ，ウは両方正解の場合のみ正解とする．また，イ =
5

4
，ウ =

1

4
 の組み合わせについても正解とする. 

 

II 

(1) ２つの放物線の方程式から𝑦を消去すると， 

2𝑥2 − 2𝑎𝑥 + 𝑎2 + 𝑎 −
3

2
= 0. 

この方程式の判別式は 

𝐷′ = 𝑎2 − 2 (𝑎2 + 𝑎 −
3

2
) = −(𝑎 + 3)(𝑎 − 1). 

𝐷′ > 0の条件を解き，𝑎の値の範囲として 

−3 < 𝑎 < 1 

が求まる. 

 

(2) ２つの放物線の交点の座標は 

(
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と求まる（複号同順）．よって中点の座標は 

(𝑥, 𝑦) = (
𝑎

2
,
𝑎

2
−

3

4
) 

となる．これを解いて，(1)で求めた範囲も考慮すると，軌跡は次式で表される線分となる： 



𝑦 = 𝑥 −
3

4
    (−

3

2
< 𝑥 <

1

2
) . 

 

(3) 𝑎 = −1のとき， 

𝐶1:  𝑦 = 𝑥2 −
5

2
, 𝐶2:  𝑦 = −𝑥2 − 2𝑥 − 1. 

これらの放物線の２つの交点の𝑥座標は，それぞれ 

𝑥 = −
3

2
, 𝑥 =

1

2
 . 

よって，求める領域の面積は 

∫ {(−𝑥2 − 2𝑥 − 1) − (𝑥2 −
5
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)} 𝑑𝑥
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